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1 ．はじめに

　中国は 、 藍980 年以後、経済改革 ・開放政策

を行い 、経済成長 をしなが ら、経済構造を中心 と

した 社会構造、文化意識、価値観の 変化を して き

て い る 。 計画経済体制か ち市場経済体制へ の 変換

は 、社会諸制度の 変更をもた ちし、その なかで教

育改革も次 々 と試み ちれ て い る 。

　特に、 1993 年 「中国教育改革 と発展綱要 」

〈以下 「綱要」 ）が教育体制の 改革綱領と して発

表され、今世紀 9e 年代の 中国の 教育発展の 目標、

戦略 、指導方針お よびい ろい ろな重要な対策を出

した 。 例えば 、 「教育の 予算の 増加 」 、 「教師の

質 と待遇の 向上 」 、 「受験教育か ら資質教育へ の

転換」等が注目された。こ れ に よっ て 、国家教育

委員会の制定した 「 9年義務教育全日制小 ・中学

技課程方楽 」 は ． 1993 年 9 月の 瑚学期 か ら全

国で実施 され た．その 中で 、理 科科目の教育目標、

内容なども調整された。

　本研究で は、理科教師 、生徒に対する調査 を通

して 、こ の ような教育改革が進む中で中国の 理科

教育がどの ような問題をは らんで い るのかを明ち

かに し、21 世紀にむけて 、中国の理科教育の 改

善の方法を検討する。

　本発表ではまず中国の理 科教師に対する調査結

果につ い て報告する。

2 ．調査方法

  調査時期 ： 1996 年 1月中旬〜 3 月中旬

  調査対象 二安徽省と河北省にある中学校 39 校

　の 143 名の 理科教師。

  調査内容 ：中学校理科教育の 目標、内容、指導

　方法、学習評価方法などの 30 項目。

  調査方法 ：質問紙法

3 ，結果と考察

  教師の 資質と待遇
・理科教師の 若さ ：回答者の うち、 20 代の理科

教師が 5 蓋．0％ を、30 代の理 科教師が 31 ，

5％を占め て い る。その うちの大部分は文化大革

命期間中中断 して い た入試が再開 して以来 、厳 し

い 大学入試を合格した者だとい える。
・教師の学歴不足 ： 「中和人民共和圏義務教育法」

（1986 ）の中に、 「中学校の 教師は師範系の

高等教育機関の專科卒業の学歴 を備えなければな

ちない 」 こ とを明示 した 。しか し、今度の 調査に

は 、上述の 学歴 を備えない 理 科教師は 13 ． 3％

を占め て い る 。

・教師の待遇の 悪さと社会的地位の低さ ： 本調査

の中に 「教師の 待遇や社会的地位を満足 して い る

か 」 とい う質問に対して、 「満足 して いない 」 と

答えた理科教師が 86 ．0％を占め て い る。 「もし

人生 をや りなおせるなちばもう
一

度教師になりた

い か 」 に対 して 、 「そう思わない 」 と答えた理科

教師の 割合が 51 ．8％ である 。
これは 中国の 教育

に とっ て 、緊急の課題であろ う。

  「受験教育 」 の 依然 としての深刻 さ

・「理科教育の 目標や内容の 重視程度 」 の 質問の

中の 「進学率 」 に対して 「とて も重要」 と 「ある

程度重要」 とい う答えはあhせて 80 、4 ％であ

る。 厂高校へ の 進学者 を育て るこ と 」 に対 して

「とて も重要」 と 「ある程度重要」と答えた割合

があわせて 88 ．2 ％である。
・授業形態の 質問の 中の 「教科書に 沿 っ た講義中

心 」 に対 して 「よく使う」が 64 ．3 ％で 、 「時 々

使 う」 が 29 ．4 ％ だ と答 えて い るの に対 して 、

「観察 ・
実験を中心 と した授業 j を 「よく使 う」

が 3 ．5％で 、 「時 々 使う」 が 34 ．3 ％で ある。
・「授業後の 宿題 の 量 」 の 質問に対 して 、 「毎回

出す」 と 「ほ とん ど毎回出すj を答えてい るの は

60 ．3 ％ である：
一

方、 「 1年間の観察
・
実験

の 回数 」 は 1 クラ ス で平ig　6 ．7回 しかない 。以上

のデータか ら見る と 「綱要」 よる 「受験教育から

資質教育へ の 転換 j の 傾向は今まの ところで あま

り見られない とい える。

　他の結果と考察は発表時に報告する 。

一 235 一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　


